
資料１ 

「新宿区健康づくり行動計画」（平成 30～令和 5年度） 

指標の達成度について 

（平成 30 年度～令和４年度） 

基本方針：生涯にわたり心身ともに健康で暮らせる健康寿命の延伸に向けた取組の充実 

  基本目標１ 健康を支える社会環境を整備します ・・・・・・・・・・・・  1 

  基本目標２ 生活習慣を改善し、心身の機能を維持・向上させる取組を推進します・・ 2 

  基本目標３ 生活習慣病対策を推進します ・・・・・・・・・・・・・・・  5 

  基本目標４ 総合的にがん対策を推進します ・・・・・・・・・・・・・・  6 

  基本目標５ 女性の健康づくりを支援します ・・・・・・・・・・・・・・  8 

  基本目標６ 健康的で豊かな食生活を実践できる食育を推進します・・・・・  9 
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測定年度 出典 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

1
健康ポイント事業への参加
者数

平成30年度実施 事業実績
累計

延5,500人
増やす

486人
（事業実績）

延べ参加者1,344人
　（新規参加者958

人）
※平成30年度に台
紙で参加していた
人数（100名）は延
参加者に含めない

延べ参加者2,623人
（新規参加者1,279
人）
※平成30年度に台
紙で参加していた
人数（100名）は延
べ参加者に含めな
い。

延べ参加者5,541人
（新規参加者2,918
人）
※平成30年度に台
紙で参加していた
人数（100名）は延
べ参加者に含めな
い。

延べ参加者9,664人
（新規参加者4,123
人）
※平成30年度に台
紙で参加していた
人数（100名）は延
べ参加者に含めな
い。

・令和3年度には目標を達成し、最終的な実績として
は、大幅に目標値を上回っています。
・引き続き、参加者数を増やすため、事業周知を図
るとともに、アプリ内イベント等の開催や景品を充実
させるなど、事業の魅力を向上していきます。
・次期計画でも、累計参加者数を指標とします。

A 健康づくり課
健康づくり推進係

測定年度 出典 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

食育ボラン
ティア

（80人） 平成28年度 事業実績 増やす 登録者数89名 90名 登録者数87名 登録者数89名 登録者数83名

・新型コロナウイルス感染症の影響により、令和2年
度から4年度まで事業を休止し、積極的な募集をしな
かったため、微減となっていますが、測定年度の数
値と比較して登録者数は増えており、目標は達成で
きました。
・次期計画でも、指標名は継続しますが、食育ボラン
ティアが活動できる事業を検証・検討してきます。

健康づくり課
健康づくり推進係

地域活動歯
科衛生士

（10人） 平成28年度 事業実績 増やす 登録者数35名 35人 登録者数36名 登録者数36名 登録者数36名

・新型コロナウイルス感染症の影響により、令和2年
度から4年度まで、事業を休止したため、積極的な周
知活動を行うことができず、登録者数はほぼ横ばい
となっていますが、目標を達成しました。
・次期計画でも、指標名は継続しますが、新型コロナ
などの感染拡大による生活習慣の変化等を踏まえ
て検証・検討を行っていきます。

健康づくり課
健康づくり推進係

ウオーキング
マスター

― 平成28年度 事業実績 増やす 修了者61名
77名

（累計修了者）

累計修了者77名
（令和2年度は養成

講座を中止）

累計修了者77名
（令和3年度は養成

講座を中止）
累計修了者88名

・新型コロナウイルス感染症の影響により、事業を一
時中止しましたが、令和4年度から再開し、累計修了
者を増やすことができました。
・引き続き、ウォーキングを地域に広める人材育成
のため、広く事業周知を図っていきます。
・次期計画でも、指標名は継続し、「増やす」方向性
で事業を継続します。

健康づくり課
健康づくり推進係

女性の健康
づくりサポー
ター

（132人） 平成28年度 事業実績 増やす 233人（登録名簿） 280人（登録名簿） 270人（登録名簿） 184人（登録名簿） 195人（登録名簿）

・令和元年度までは登録者数を大幅に増やすことが
できました。しかし、新型コロナウイルス感染症の影
響により、一時事業を休止し積極的な周知活動を行
えなかったこと、また、「女性の健康づくりサポーター
協力員」及び「女性の健康づくりサポーター推進員」
をより気軽に活動が行えるように「女性の健康づくり
サポーター」へと体制を統合する際、登録継続の意
向を伺ったところ一部減員となりましたが、指標は達
成できました。
・引き続き、個人ができる範囲での活動も推進するた
め、広く事業周知を行います。
・次期計画でも、指標名は継続し、「増やす」方向で
事業を継続します。

四谷保健センター

3
しんじゅく100トレに住民主体
で継続的に取り組むグルー

プ数及び参加者数
平成31年度実施 事業実績

20グループ
240人

増やす
―

（モデルグループ３）
31グループ　510人

（事業実績）

36グループ
※令和2年度につい
ては、新型コロナウ
イルス感染症の影
響により参加者数
の変動が大きかっ

たため、グループ数
のみ計上

40グループ 62グループ

・令和元年度には目標を達成しましたが、最終的な
実績としては、目標値の約3倍と活動グループ数を
更に増やすことができました。
・引き続き、住民主体の活動の場に出向いて新規グ
ループの立ち上げ支援や既存グループの継続支援
を行うとともに、事業周知を図っていきます。
・次期計画では、各活動グループにおいて、立ち上
げ時から参加者数に変動があるため、指標名を「し
んじゅく100トレに住民主体で継続的に取り組むグ
ループ数及び参加者数」から「しんじゅく100トレに住
民主体で継続的に取り組むグループ数」に変更し、
事業実施の成果とします。

A 健康づくり課
健康づくり推進係

評価

評価指標の方向
実績

達成状況の説明 担当課

465人

№

B

新宿区健康づくり行動計画≪平成30年度～令和4年度≫指標の達成度

№ 指標名
現状 目標

（平成34年度）
指標の方向

実績
達成状況の説明 担当課

数値

基本目標１　健康を支える社会環境を整備します

施策１　誰もが意識せずとも健康づくりを実践できる環境を整えます

―

指標名
現状 目標

（平成34年度）

―

数値

施策２　地域のつながりを醸成し、健康づくりを推進します

2

健康づくりに関するサポー
ターの登録数

2



新宿区健康づくり行動計画≪平成30年度～令和4年度≫指標の達成度
基本目標２　生活習慣を改善し、心身の機能を維持・向上させる取組を推進します

施策１　身体活動量の増加と運動・スポーツ活動の習慣化を推進します

測定年度 出典 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

4
ウォーキングイベント（しん
じゅくシティウォーク）参加者
数

平成29年度 事業実績 1,000人 増やす
224名

（事業実績）
395名

（事業実績）
中止 中止 中止

・新型コロナウイルス感染症の影響により、令和2年
度以降に中止となったため、目標は達成できません
でした。
・令和5年度は、多世代で楽しめるウォーキングイベ
ントの再開に向け準備を進めていきます。
・次期計画では、指標名は継続し、参加者を増やす
方向で事業を計画していきます。

Ｅ 健康づくり課
健康づくり推進係

5
推奨される身体活動をして

いる者の割合
平成29年度

区政モニター
アンケート

18歳～64歳
：45.0%
65歳以上
：76.0%

増やす

18歳～64歳：36.1％
　65歳以上：69.7％
（平成30年度区政

モニターアンケート）

18歳～64歳：39.3％
65歳以上：68.5％

（令和元年度区政モ
ニターアンケート）

18歳～64歳：35.6％
65歳以上：68.1％

（令和2年度区政モ
ニターアンケート）

18歳～64歳：38.9％
65歳以上：64.2％

（令和3年度区政モ
ニターアンケート）

18歳～64歳：38.3％
65歳以上：70.1％

（令和4年度区政モ
ニターアンケート）

・新型コロナウイルス感染症の影響による外出自粛
により、一時割合は低下しましたが、区民自らの取
組等から、目標は達成できなかったものの全体とし
ては増やすことができました。
・引き続き、区民の運動の習慣のきっかけづくりとし
て、健康ポイント事業等の更なる普及啓発や参加を
促していきます。
・次期計画でも、指標名を継続し、指標の方向を「増
やす」こととします。

Ｃ 健康づくり課
健康づくり推進係

6 運動習慣のある者の割合 平成29年度
区政モニター

アンケート

18歳～64歳
：28.0%
65歳以上
：55.0%

増やす

18歳～64歳：25.5%
　65歳以上：45.4%
（平成30年度区政

モニターアンケート）

18歳～64歳：22.5%
65歳以上：46.4%

（令和元年度
区政モニターアン

ケート）

18歳～64歳：21.9%
65歳以上：44.5%

（令和2年度区政モ
ニターアンケート）

18歳～64歳：28.0%
65歳以上：40.6%

（令和3年度区政モ
ニターアンケート）

18歳～64歳：32.5%
65歳以上：46.2%

（令和4年度区政モ
ニターアンケート）

・新型コロナウイルス感染症の影響による外出自粛
により、一時割合は低下したものの、区民自らの取
組等から徐々に回復し、18歳～64歳の目標は達成
したものの、65歳以上の目標は達成できませんでし
た。
・引き続き、区民の運動の習慣のきっかけづくりとし
て、健康ポイント事業等の更なる普及啓発や参加を
促していきます。
・次期計画でも、指標名を継続し、指標の方向を「増
やす」こととします。

Ｂ 健康づくり課
健康づくり推進係

評価№
実績

達成状況の説明 担当課指標の方向指標名
現状 目標

（平成34年度）数値

209人

18歳～64歳：41.0%
65歳以上：69.3%

18歳～64歳：25.7%
65歳以上：50.2%

3



新宿区健康づくり行動計画≪平成30年度～令和4年度≫指標の達成度

施策２　休養とこころの健康づくりを支援します

測定年度 出典 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

7
睡眠で十分な休養がとれて
いない人の割合

平成29年度
区政モニター

アンケート
23.3% 減らす

28.9%
（平成30年度区政

モニターアンケート）

28.1%
（令和元年度区政モ
ニターアンケート）

20.5%
（令和2年度区政モ
ニターアンケート）

23.4%
（令和3年度区政モ
ニターアンケート）

25.8%
（令和4年度区政モ
ニターアンケート）

・令和2年度には目標を一時達成しましたが、最終的
な実績としては、睡眠で十分な休養がとれていない
人の割合が増加しています。
・引き続き、講演会や各種パンフレット・リーフレット
の配布により、質の良い睡眠のとり方等について広
く啓発していきます。
・次期計画では、指標名を「睡眠で十分な休養がと
れていない人の割合」⇒「睡眠で休養がとれている
者の割合」へ変更し、指標の方向を「増やす」ことで
検討中です。

Ｃ 保健予防課

8
こころの問題について気軽
に相談できる場所・窓口を
知っている人の割合

平成29年度
区政モニター

アンケート
60.0% 増やす

49.6%
（平成30年度区政

モニターアンケート）

54.9%
（令和元年度区政モ
ニターアンケート）

54.8%
（令和2年度区政モ
ニターアンケート）

49.9%
（令和3年度区政モ
ニターアンケート）

51.4%
（令和4年度区政モ
ニターアンケート）

・令和元年度、令和2年度には数値が増加しました
が、最終的に目標を達成することはできませんでし
た。
・引き続き、こころの問題を相談できる窓口について
積極的に周知し、本人だけでなく身近な人もこころの
不調に早めに気づき、相談につながるよう支援して
いきます。
・次期計画でも、指標名を継続し、指標の方向を「増
やす」こととします。

Ｃ 保健予防課

施策３　喫煙者の減少と飲酒量の適正化をめざします

測定年度 出典 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

9 喫煙者の割合 平成29年度
区政モニター

アンケート
13.8% 減らす

12.8%
（平成30年度区政

モニターアンケート）

11.3%
（令和元年度区政モ
ニターアンケート）

11.6%
（令和2年度区政モ
ニターアンケート）

11.4%
（令和3年度区政モ
ニターアンケート）

9.4%
（令和4年度区政モ
ニターアンケート）

・平成30年度には目標を達成し、年を追うごとに割
合を減らすことができました。
・引き続き、たばこの健康影響について広報やホー
ムページ等で普及啓発を行いながら、禁煙相談を実
施するとともに、禁煙支援に関する情報を周知して
いきます。
・次期計画では、指標名を継続し、指標の方向を「減
らす」こととします。

A 健康づくり課
健康づくり推進係

10
生活習慣病のリスクを高め
る量を飲酒している人の割
合

平成29年度
区政モニター

アンケート
男性：19.3%
女性：16.5%

減らす

男性：22.0%
女性：17.6%

（平成30年度区政
モニターアンケート）

男性：19.8%
女性：18.0%

（令和元年度区政モ
ニターアンケート）

男性：19.4%
女性：18.8%

（令和2年度区政モ
ニターアンケート）

男性：16.2%
女性：19.2%

（令和3年度区政モ
ニターアンケート）

男性：15.6%
女性：17.6%

（令和4年度区政モ
ニターアンケート）

・令和3年度には、男性は目標を達成しましたが、女
性は一時増加傾向で目標を達成することができませ
んでした。
・引き続き、イベントの開催時等、様々な機会を通じ
て、適正飲酒量について周知していきます。
・次期計画でも、指標名を継続し、指標の方向を「減
らす」こととします。

Ｂ 健康づくり課
健康づくり推進係

評価

評価

実績
達成状況の説明 担当課指標の方向№ 指標名

現状 目標
（平成34年度）

№ 指標名
現状 目標

（平成34年度）
指標の方向

実績
達成状況の説明 担当課

15.4%

男性：21.5%
女性：18.4%

数値

24.8%

53.4%

数値

4



新宿区健康づくり行動計画≪平成30年度～令和4年度≫指標の達成度

施策４　歯と口の健康づくりを支援します

測定年度 出典 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

11
小学一年生のむし歯のない
子どもの割合

平成28年度
学校保健統計

書
66.0% 増やす

66.5%
（平成30年度

学校保健統計書）
69.7%

65.7%
（令和2年度東京都
学校保健統計書）

72.1%
(令和3年度東京都
学校保健統計報

告）

78.3%
（令和4年度東京都
学校保健統計報

告）

・令和2年度を除き、目標を達成しました。特に近年
では目標を大きく上回っています。
・学齢期への取組みは重要であるため、次期計画で
も指標名を継続し、指標の方向を「増やす」こととし
ます。

A 健康づくり課
健康づくり推進係

12
歯間清掃用具を週1日以上
使用している者の割合（40
歳）

平成28年度
新宿区歯科健

康診査
65.0% 増やす

56.3%
（平成30年度

新宿区歯科健康診
査）

63.9%
63.0%

（令和2年度新宿区
歯科健康診査）

60.4%
（令和3年度新宿区

歯科健康診査）

65.4%
（令和4年度新宿区

歯科健康診査）

・年度によって増減がみられるものの、令和4年度に
は目標を達成することができました。
指標からは削除しますが、引き続き機会をとらえて
普及啓発していきます。

A 健康づくり課
健康づくり推進係

13
かかりつけ歯科医を持つ者
の割合

平成29年度
区政モニター

アンケート
85.0% 増やす

73.8%
（平成30年度

区政モニターアン
ケート）

75.3%

74.3%
（令和2年度第2回
区政モニターアン

ケート）

74.5%
（令和3年度第3回
区政モニターアン

ケート）

75.6%
(令和4年度第2回区
政モニターアンケー

ト）

・増加傾向にあるものの、目標には届きませんでし
た。様々な機会を通じて、普及啓発に取り組みま
す。
・次期計画でも指標名を継続し、指標の方向を「増や
す」こととします。

Ｃ 健康づくり課
健康づくり推進係

施策５　高齢期の課題を踏まえた健康づくりを推進します

測定年度 出典 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

14
ロコモティブシンドローム（運
動器症候群）の認知度

平成29年度
区政モニター

アンケート
80.0% 増やす

47.3％
（平成30年度区政

モニターアンケート）

43.0%
（令和元年度区政モ
ニターアンケート）

38.8%
（令和2年度区政モ
ニターアンケート）

40.5%
（令和3年度区政モ
ニターアンケート）

40.3%
（令和4年度区政モ
ニターアンケート）

・令和30年度から年々、認知度が低下傾向で目標値
を達成することができませんでした。
・高齢者の身体能力の低下を示す言葉としては、主
に「ロコモティブシンドローム」や「サルコペニア」、「フ
レイル」の3つがあり、近年は「フレイル」の概念が健
康づくり・介護予防の観点から重要視されています。
今後は、他の言葉を包含する「フレイル」予防の普及
啓発の中で、筋力トレーニングなど運動器の維持・
改善について周知していきます。
・次期計画では、指標「ロコモティブシンドローム（運
動器症候群）の認知度」を削除し、他の指標での評
価を行います。

Ｄ 健康づくり課
健康づくり推進係

15
住民主体の活動の場での健
康づくりと介護予防活動へ
の支援

平成28年度 事業実績
50団体
延250回

増やす
35団体
延209回

（事業実績）

37団体　延172回
（事業実績）

24団体
延97回

23団体
延93回

24団体
延149回

新型コロナウイルス感染症の影響による事業の一部
中止及び団体活動の自粛のため、団体数及び延回
数において目標達成とはなりませんでした。
本事業によるアドバイスや技術的支援を受けること
で、住民主体の健康づくり活動のきっかけや継続的
な取組み、活性化につながるよう、より効果的な周
知・実施を行います。

C
地域包括ケア推進
課
介護予防係

16
しんじゅく100トレに住民主体
で継続的に取り組むグルー
プ数及び参加者数（再掲）

平成31年度実施 事業実績
20グループ

240人
増やす

―
(モデルグループ３)

31グループ　510人
（事業実績）

36グループ
※令和2年度につい
ては、新型コロナウ
イルス感染症の影
響により参加者数
の変動が大きかっ

たため、グループ数
のみ計上

40グループ 62グループ

・令和元年度には目標を達成しましたが、最終的な
実績としては、目標値の約3倍と活動グループ数を
更に増やすことができました。
・引き続き、住民主体の活動の場に出向いて新規グ
ループの立ち上げ支援や既存グループの継続支援
を行うとともに、事業周知を図っていきます。
・次期計画では、各活動グループにおいて、立ち上
げ時から参加者数に変動があるため、指標名を「し
んじゅく100トレに住民主体で継続的に取り組むグ
ループ数及び参加者数」から「しんじゅく100トレに住
民主体で継続的に取り組むグループ数」に変更し、
事業実施の成果とします。

A 健康づくり課
健康づくり推進係

実績
達成状況の説明 担当課

評価

評価

№ 指標名
現状 目標

（平成34年度）
指標の方向

実績
達成状況の説明 担当課

指標名
現状 目標

（平成34年度）
指標の方向

76.8%

数値

42.9%

32団体
延127回

―

数値

63.0%

56.9%

№
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新宿区健康づくり行動計画≪平成30年度～令和4年度≫指標の達成度
基本目標３　生活習慣病対策を推進します

施策１　糖尿病、循環器疾患などの主な生活習慣病の発症予防と重症化予防対策を推進します

測定年度 出典 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

17
糖尿病講演会、糖尿病予防
啓発イベントの参加者数

平成29年度 事業実績 1,200人 増やす

1,291人
（事業実績）

（内訳）
けんこうマルシェ

505人
新宿スポレク　  786

人

498人
（事業実績）

内訳
けんこうマルシェ

498人

0人
（事業実績）

20人

784人
（新宿スポレク　515

人、けんこうマル
シェ　143人、なるな
るフェスタ　57人、ビ
バ！落合　69人）

・平成30年度には目標値を一時達成したものの、新
型コロナウイルス感染症の影響により、事業縮小や
中止となり、他の年度では目標を達成することがで
きませんでした。
・引き続き、糖尿病講演会、糖尿病予防啓発イベント
や、イベントへの糖尿病予防に関するブース出展な
ど、様々な機会を捉えて普及啓発を行います。ま
た、各種パンフレット・リーフレットの配布により、広く
啓発していきます。
・次期計画では、指標名は継続し、指標の方向を「増
やす」こととします。

B 健康づくり課
健康づくり推進係

18 特定保健指導修了者の割合 平成28年度 法定報告値 52.0% 増やす
11.3％

（平成29年度法定
報告値）

12.7％
（平成30年度
法定報告値）

12.8％
(令和元年度
法定報告値)

14.4％
(令和2年度
法定報告値)

16.5%
（令和3年度
法定報告値）

　特定保健指導終了者の割合は、令和元年度から4
年連続で上昇し、令和4年度（令和3年度法定報告
値）は過去最高の16.5%となりました。
　しかし、依然として国が設定する目標値を大きく下
回る状況が続いているため、更なる利用者の利便性
や満足度の向上に向けた取り組みを推進していきま
す。
　次期計画においても指標名は継続し、指標の方向
は「増やす」こととします。

B 健康づくり課
健診係

施策２　健診受診の習慣化を推進します

測定年度 出典 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

19 特定健康診査の受診率 平成28年度 法定報告値 56.0% 増やす
33.2%

（平成29年度法定
報告値）

32.2%
（平成30年度法定

報告値）

30.1％
(令和元年度
法定報告値)

29.3%
（令和2年度
法定報告値）

32.0%
（令和3年度
法定報告値）

　特定健診の受診率は、毎年度減少を続けていまし
たが、令和3年度は令和2年度比2.7 ポイントUPとな
り回復が見られたものの、目標を達成することがで
きませんでした。
　現状では、目標達成は厳しい状況になりますが、
今後も、国の定める目標値60％を目指し、健診の重
要性を広く啓発するとともに、受診率向上につながる
様々な受診勧奨事業を実施して参ります。
　次期計画においても指標名は継続し、指標の方向
は「増やす」こととします。

Ｄ 健康づくり課
健診係

実績
達成状況の説明 担当課

評価

評価

指標の方向
実績

達成状況の説明 担当課
数値

733人

14.5%

№ 指標名
現状 目標

（平成34年度）
指標の方向

数値

34.0%

№ 指標名
現状 目標

（平成34年度）
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新宿区健康づくり行動計画≪平成30年度～令和4年度≫指標の達成度
基本目標４　総合的にがん対策を推進します【新宿区がん対策推進計画】

施策１　がんのリスクの低下を図ります

測定年度 出典 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

20

「禁煙」「節酒」「食生活」「身
体活動」「適正体重の維持」
の5つの生活習慣に気を付
けることががんのリスク低下
につながることを知っている
人の割合

平成29年度
区政モニター

アンケート
90.0% 増やす

82.5%
（平成30年度区政

モニターアンケート）

82.0%
（令和元年度区政モ
ニターアンケート）

80.8%
(令和2年度区政モ
ニターアンケート)

82.4%
（令和３年度区政モ
ニターアンケート）

83.2%
（令和年４度区政モ
ニターアンケート）

　数値は、平成29年度から令和4年度まで、横ばいと
なり、目標達成には至りませんでした。
　引き続き、目標を90.0％に置き、目標達成に向け、
様々な媒体を活用し普及啓発に努めます。
　次期計画においても指標名は継続し、指標の方向
は「増やす」こととします。

Ｃ 健康づくり課
健診係

21 喫煙者の割合【再掲】 平成29年度
区政モニター

アンケート
13.8% 減らす

12.8%
（平成30年度区政

モニターアンケート）

11.3%
（令和元年度区政モ
ニターアンケート）

11.6%
（令和2年度区政モ
ニターアンケート）

11.4%
（令和3年度区政モ
ニターアンケート）

9.4%
（令和4年度区政モ
ニターアンケート）

・平成30年度には目標を達成し、年を追うごとに割
合を減らすことができました。
・引き続き、たばこの健康影響について広報やホー
ムページ等で普及啓発を行いながら、禁煙相談を実
施するとともに、禁煙支援に関する情報を周知して
いきます。
・次期計画では、指標名を継続し、指標の方向を「減
らす」こととします。

Ａ 健康づくり課
健康づくり推進係

22
生活習慣病のリスクを高め
る量を飲酒している人の割
合【再掲】

平成29年度
区政モニター

アンケート
男性：19.3%
女性：16.5%

減らす

男性：22.0%
女性：17.6%

（平成30年度区政
モニターアンケート）

男性：19.8%
女性：18.0%

（令和元年度区政モ
ニターアンケート）

男性：19.4%
女性：18.8%

（令和2年度区政モ
ニターアンケート）

男性：16.2%
女性：19.2%

（令和3年度区政モ
ニターアンケート）

男性：15.6%
女性：17.6%

（令和4年度区政モ
ニターアンケート）

・令和3年度には、男性は目標を達成しましたが、女
性は一時増加傾向で目標を達成することができませ
んでした。
・引き続き、イベントの開催時等、様々な機会を通じ
て、適正飲酒量について周知していきます。
・次期計画でも、指標名を継続し、指標の方向を「減
らす」こととします。

Ｂ 健康づくり課
健康づくり推進係

23
運動習慣のある者の割合
【再掲】

平成29年度
区政モニター

アンケート

18歳～64歳
：28.0%

65歳以上
：55.0%

増やす

18歳～64歳：25.5%
　65歳以上：45.4%
（平成30年度区政

モニターアンケート）

18歳～64歳：22.5%
65歳以上：46.4%

（令和元年度区政モ
ニターアンケート）

18歳～64歳：21.9%
65歳以上：44.5%

（令和2年度区政モ
ニターアンケート）

18歳～64歳：28.0%
65歳以上：40.6%

（令和3年度区政モ
ニターアンケート）

18歳～64歳：32.5%
65歳以上：46.2%

（令和4年度区政モ
ニターアンケート）

・新型コロナウイルス感染症の影響による外出自粛
により、一時割合は低下したものの、区民自らの取
組等から徐々に回復し、18歳～64歳の目標は達成
したものの、65歳以上の目標は達成できませんでし
た。
・引き続き、区民の運動の習慣のきっかけづくりとし
て、健康ポイント事業等の更なる普及啓発や参加を
促していきます。
・次期計画でも、指標名を継続し、指標の方向を「増
やす」こととします。

B 健康づくり課
健康づくり推進係

評価
実績

達成状況の説明 担当課№ 指標名
現状 目標

（平成34年度）
指標の方向

数値

82.6%

15.4%

男性：21.5%
女性：18.4%

18歳～64歳：25.7%
65歳以上：50.2%
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新宿区健康づくり行動計画≪平成30年度～令和4年度≫指標の達成度

施策２　がんの早期発見・早期治療を推進します

測定年度 出典 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

胃がん
17.9%

※

18.4％
平成29年度検診実

施数値

20.4%
平成30年度検診実

施数値

20.5％
令和元年度検診実

施数値

19.7％
令和2年度検診実

施数値

22.9%
令和3年度検診実

施数値

大腸がん 18.9%
19.1％

平成29年度検診実
施数値

19.1%
平成30年度検診実

施数値

17.7％
令和元年度検診実

施数値

16.9％
令和2年度検診実

施数値

20.1%
令和3年度検診実

施数値

肺がん 17.1%
17.3％

平成29年度検診実
施数値

17.8%
平成30年度検診実

施数値
H30年度検診実績

16.4％
令和元年度検診実

施数値

15.6％
令和2年度検診実

施数値

19.8%
令和3年度検診実

施数値

健康づくり課
健診係

子宮頸がん 18.1%
16.9％

平成29年度検診実
施数値

16.6%
平成30年度検診実

施数値

16.8％
令和元年度検診実

施数値

16.9％
令和2年度検診実

施数値

21.1%
令和3年度検診実

施数値

乳がん 25.6%
23.7％

平成29年度検診実
施数値

22.5%
平成30年度検診実

施数値

21.9％
令和元年度検診実

施数値

20.7％
令和2年度検診実

施数値

23.1%
令和3年度検診実

施数値

胃がん 62.8%
64.7％

平成28年度検診実
施数値

64.7%
平成29年度検診実

施数値

66.4％
平成30年度検診実

施数値

61.6％
令和元年度検診実

施数値

65.0％
令和2年度検診実

施数値

大腸がん 60.1%
62.3％

平成28年度検診実
施数値

60.1%
平成29年度検診実

施数値

61.9％
平成30年度検診実

施数値

55.5％
令和元年度検診実

施数値

58.5％
令和2年度検診実

施数値

肺がん 68.6%
73.5％

平成28年度検診実
施数値

83.6%
平成29年度検診実

施数値

88.1％
平成30年度検診実

施数値

83.3％
令和元年度検診実

施数値

83.8％
令和2年度検診実

施数値

子宮頸がん 20.0%
39.4％

平成28年度検診実
施数値

53.6%
平成29年度検診実

施数値

53.1％
平成30年度検診実

施数値

51.8％
令和元年度検診実

施数値

46.2％
令和2年度検診実

施数値

乳がん 83.0%
80.7％

平成28年度検診実
施数値

84.1%
平成29年度検診実

施数値

85.3％
平成30年度検診実

施数値

75.9％
令和元年度検診実

施数値

83.7％
令和2年度検診実

施数値

※平成30年9月25日付け、東京都福祉保健局からの通知「胃がん検診に係る対象人口率の変更について」に基づき、平成28年度実施分から適用することとなり、遡って数値修正を行ったため当初報告数値と相違する。

施策３　がん患者の生活の質の向上をめざします

測定年度 出典 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

26
がん療養相談窓口の相談件
数

平成28年度 事業実績 150件 増やす
133件

（事業実績）
118件 165件 118件 106件

　目標には達しませんでしたが、5年間の平均は、計画当
初の基準値の約1.7倍となっています。
今後は、相談窓口の役割や相談対応等を分かり易く周知
し、気軽に活用してもらえるよう、区民に積極的に働きかけ
ていきます。また、病院のがん相談支援センターと連携し、
地域のがん相談窓口として、切れ目のない相談を行って
いきます。
　次期計画でも、指標名を継続し、指標の報告を「増やす」
こととします。

Ｂ 健康政策課
地域医療係

27
「緩和ケア・医療」について
知っている人の割合

平成28年度
新宿区高齢者
の保健と福祉
に関する調査

35.0% 増やす

―

隔年調査
（次回の調査は令

和元年度）

38.5%
（令和2年新宿区高
齢者の保健と福祉
に関する調査結果）

38.5%
(令和2年新宿区高
齢者の保健と福祉
に関する調査結果)

38.5%
(令和2年新宿区高
齢者の保健と福祉
に関する調査結果)

34.8％
(令和4年度新宿区
高齢者の保健と福
祉に関する調査結

果)

　最終年度は目標値に届きませんでしたが、概ね目
標を達成することができました。
引き続きホームページや広報等で周知するととも
に、地域学習会などにおいて啓発を図るなど、様々
な機会を捉え、啓発していきます。
　次期計画では、指標名「「緩和ケア・医療」について
知っている人の割合」を削除し、他の指標での評価
を検討します。

Ｂ 健康政策課
地域医療係

実績
達成状況の説明 担当課評価

№ 指標名
現状 目標

（平成34年度）
指標の方向

実績
達成状況の説明 担当課

検診実施数値

検診実施数値

　全てのがん検診において、目標を達成することは
できませんでした。
　しかし、少しずつ上昇しているため、目標達成に向
け、勧奨方法を工夫するとともに、新たな手法も検討
していきます。また、検診の重要性を引き続き、区民
に周知していきます。
　次期計画でも、指標名を継続し、指標の方向を「増
やす」こととします。

　肺がん、乳がんは80％を超えたものの、胃がん、
大腸がん、子宮頸がんも含めて目標を達成すること
はできませんでした。
　　がんの早期発見・早期治療につなげるため、精
密検査の目標は変更することなく、新たな受診率向
上対策を検討するとともに、引き続き、医療機関と連
携を図り、要精密検査対象者に対し、精密検査の受
診勧奨を実施していきます。
　次期計画でも、指標名を継続し、指標の方向を「増
やす」こととします。

健康づくり課
健診係

50.0% 増やす

平成27年度 90.0% 増やす

評価

Ｃ

Ｂ

№ 指標名
現状 目標

（平成34年度）
指標の方向

24

25 がん精密検査受診率

がん一次検診受診率 平成28年度

76件

30.0%

数値

数値
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新宿区健康づくり行動計画≪平成30年度～令和4年度≫指標の達成度
基本目標５　女性の健康づくりを支援します

施策１　女性の健康支援センターを拠点に、女性の健康に関する正しい知識の普及を図ります

測定年度 出典 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

28
女性の健康セミナーの参加
者数

平成28年度 事業実績
平成28年度比

10%増
増やす

642人
（事業実績）

652人
（年報）

0人
（年報）

258人
（年報）

オンライン
申込み207人

再生回数252回

対面
69人

（年報）

・新型コロナウイルス感染症の影響により、セミナー
や出前講座の開催を見合わせたこともあり、目標は
達成できませんでした。
・現在、セミナーに関してはオンラインと対面の両軸
で再開しており、引き続き正しい知識の普及に努め
ます。
・次期計画でも、指標名を継続し、指標の方向も「増
やす」方向で事業を継続します。

Ｅ 四谷保健センター

施策２　女性の健康づくりにおける区民による活動を支援します

測定年度 出典 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

29
女性の健康づくりに関する
サポーターの活動回数

平成28年度 事業実績 累計延50回 増やす
11回

（事業実績）
10回

（年報）
0回

（年報）
6回

（年報）
6回（年報）

・新型コロナウイルス感染症の影響により、情報交
換の場や地域での活動の場の提供を見合わせたこ
ともあり、目標は達成できませんでした。しかし、サ
ポーター活動を支える手法として、健康づくりに関す
る手紙の送付を行いました。
・次期計画では、健康づくりに関する活動回数として
指標は継続し、指標の方向も「増やす」こととします。

B 四谷保健センター

施策３　女性特有のがん対策を推進します

測定年度 出典 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

30
女性特有のがんをテーマと
した女性の健康セミナーの
参加者数

平成28年度 事業実績
平成28年度比

10%増
増やす

57人
（事業実績）

114人
（年報）

0人
（年報）

44人
（年報）

オンライン
申込み52人

再生回数64人

対面
28人

（年報）

・新型コロナウイルス感染症の影響により、セミナー
や出前講座の開催を見合わせたこともあり、目標は
達成できませんでした。
・現在、セミナーに関してはオンラインと対面の両軸
で再開しており、引き続き女性特有のがんに対する
正しい知識の普及に努めます。
・次期計画でも、指標名を継続し、指標の方向も「増
やす」方向で事業を継続します。

Ｅ 四谷保健センター

実績
達成状況の説明 担当課

№ 指標名
現状 目標

（平成34年度）
指標の方向

実績
達成状況の説明 担当課

№ 指標名
現状 目標

（平成34年度）
指標の方向

数値

評価

評価

実績
達成状況の説明 担当課№ 指標名

現状 目標
（平成34年度）

指標の方向

数値

696人

3回

数値

64人
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新宿区健康づくり行動計画≪平成30年度～令和4年度≫指標の達成度
基本目標６　健康的で豊かな食生活を実践できる食育を推進します【新宿区食育推進計画】

施策１　生涯にわたって健康を増進する食生活を推進します

測定年度 出典 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

31
1日に必要な野菜の摂取量
の認知度

平成29年度
区政モニター

アンケート
75.0% 増やす

45.1%
（平成30年度区政

モニターアンケート）

42.3%
（令和元年度区政モ
ニターアンケート）

38.4％
（令和2年区政モニ

ターアンケート）

37.2%
（令和3年区政モニ

ターアンケート）

44.3%
(令和4年度区政モ
ニターアンケート）

・新型コロナウイルス感染症の影響により、イベント
等で実施していた普及活動が中止したため、令和2
年から3年は減少しましたが、普及活動の方法を変
更したことにより、令和3年度よりも7.1ポイント増加
し、回復しました。
・次期計画でも、指標名を継続し、指標の報告を「増
やす」こととします。

Ｂ 健康づくり課
健康づくり推進係

32
1日2回以上主食・主菜・副
菜の3つを組み合わせて食
べる頻度が週6～7回

平成29年度
区政モニター

アンケート
40.0% 増やす

38.6%
（平成30年度区政

モニターアンケート）

33.7%
（令和元年度区政モ
ニターアンケート）

32.3％
（令和3年区政モニ

ターアンケート）

29.9%
（令和3年区政モニ

ターアンケート）

33.1%
(令和4年度区政モ
ニターアンケート）

・新型コロナウイルス感染症の影響により、イベント
等で実施していた普及活動が中止したため、令和2
年から3年は減少しましたが、普及活動の方法を変
更したことにより、令和2、3年度よりもわずかに増加
しました。
・次期計画でも、指標名を継続し、指標の報告を「増
やす」こととします。

Ｃ 健康づくり課
健康づくり推進係

施策２　食文化の継承や食の楽しみを通して、食を大切にするこころを育みます

測定年度 出典 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

33 調理体験型講座の参加者数 平成28年度 事業実績 延400人 増やす
延294人

（事業実績）
延246人 中止 延493人 延1,118人

・新型コロナウイルス感染症の影響により、令和2年
度は講習会を中止しましたが、3年度からWEB配信
に変更したことにより、継続受講者が増え、令和5年
度は1000人を超え、目標を達成しました。
・次期計画では、指標名「調理体験型講座の参加者
数」を削除し、他の指標での評価を検討します。

Ａ 健康づくり課
健康づくり推進係

施策３　地域や団体との連携・協働により、健康的な食環境づくりを推進します

測定年度 出典 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

34
「食」を通じた健康づくりネッ
トワーク参加団体数

平成28年度 事業実績 200団体 増やす
50団体

（事業実績）
56団体 56団体 56団体 54団体

・新型コロナウイルス感染症の影響により、令和2年
度から4年度まで活動ができず、若干減少しました。
・次期計画でも、指標は継続しますが、実施方法等
を検証・検討してきます。

B 健康づくり課
健康づくり推進係

35 食育ボランティア活動回数 平成28年度 事業実績 延150回 増やす
延181回

（事業実績）
延113回 中止 延４回 延16回

・新型コロナウイルス感染症の影響により、令和2年
度は活動を中止しました。3年度からは在宅でも可能
な活動を始め、4年度は、感染対策を講じて活動を
再開する児童館もあったため、少し増加しましたが、
目標には全く及びませんでした。
・次期計画でも、指標は継続しますが、実施方法等
を検証・検討してきます。

Ｅ 健康づくり課
健康づくり推進係

№ 指標名
現状 目標

（平成34年度）
指標の方向

実績
達成状況の説明 担当課評価

実績
達成状況の説明 担当課

№ 指標名
現状 目標

（平成34年度）
指標の方向

実績
達成状況の説明 担当課

№ 指標名
現状 目標

（平成34年度）
指標の方向 評価

評価

延103回

33.60%

延252人

数値

数値

41団体

数値

37.70%
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